
〈通 常の 学級 「個 別指 導計 画 」部 会〉

研究主題

「通常の学級に在籍する特別な支援を必要とする児童 ・生徒一人一人の教育二一ズ

に応 じた個別指導計画の研究開発」

研 究 の 概 要

通常の学級 に在籍す るLD、ADHD、 高機能 自閉症等 の特別 な教育ニーズが ある児童

・生徒 に対す る個別指導計画の作成 、活用 について、次 の3点 について研究開発 を行った。

通常の学級の実態 に即 した適切かつ勧果的な個別指 導計画 の書式の開発

通常の学級担任 が簡便に個別指導 計画を作成で きる支援 ソフ トの開発及 び支援の ヒ

ン トのデー タベースの作成

授 業研 究を通 しての、個別指導計画で示 した支援 の手だての有効性 の検証

1研 究 の 目的

平成16年1月 に文部科学省か ら示 された 「小 ・中学校 にお けるLD(学 習障害)、ADH

D(注 意欠陥/多 動性障害〉 、高機能 自閉症の児 童生徒へ の教育支援体制 の整備 のためのガイ

ドライ ン(試 案)」 似 下、 「ガイ ドライン」 とい う。)に は、特別支援教育を支 え る仕組み

として、 「多様 なニーズに適切 に対応 するための個別 の教育 支援計画の策定」、 「校内や 関係

機関 を連絡調整す るキーパー ソンであ る 『特別支援教育 コーデ ィネー ター』 の指名J、r質 の

高い教育的支援 を支えるネ ッ トワー クであ る 『広域特別支援連携協議会』等 の設置」があげ ら

れて いる.

そ の中で、 「個別 の教育支援 計画Jは 、教育、 医療、福祉 等の関係機 関、保護者等が瞳害の

状態等 にかかわ る情報 を共有 し、教育 的支援の 目標、内容 、関係者 の役割分担等 を示すの に対

して、 「個別指導計画」は 、児童 ・生徒一人一人 の障害 の状態等に応 じたきめ細かな指導が行

えるよう、学校 における教育課程や指導計画、当該児童 ・生徒の個別の教 育支援 計画を踏 まえ

て、学校にお ける指導 目標 、指導内容 ・方法等を示 した もので ある とされ ている。

盲 ・ろ う ・養護学校や 心身 障害学級 においては、従来 か ら個別指導計画に基づ く指 導を行 っ

てい るが、通常 の学級の特別 な支援 を必要 とす る児童 ・生徒 のニー ズに応 じた個別指導計画 の

作成 と活用は、特別支援教 育の転換への成 否にとって重 要な課題 となってい る。

本研 究では、通常の学級 の実態 に即 した適切かつ効果的な個別指導計画の書式の研究開発 を

行 うとともに、個別指導計 画を簡便 に作成 できる ソフ トを開発 し、個別指導計画 を活用 した授

業研究 を通 して、その有効性 を検証す ることを 目的 とす る.

亘

-

研 究 の 内 容 ・方 法

通 常の学鍛に おける個別指導計 画の在 り方

本部会では、個別 の教育支援 計画 との関係や、ガイ ドライ ンにあ る 「教職員の専門性 の向上 」、

「専門機関 との連携 の推進 」の視点 との整合性 を図る必要か ら、以 下の方針 により研究 を進 め
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た。

(1)個 別 の教 育支援計画 を視野 に入れ た個 別指導計 画で あ るこ と

「個別 の教育支援計画 」は 、盲 ・ろ う ・養護学校 で は、平成17年 度 か らす べて の幼 児 ・

児童 ・生徒 につい て策 定 され てい るe東 京都 特別 支援 教育推 進計画 には、今 後、平成19年

度 まで に、小 ・中学校 におい て もf個 別 の教 育支援 計 画」 を策定す ることが示 され てい る。

盲 ・ろ う ・養護学校 や心身障 害学級 は、個別 指導計画 の作成 ・活用 がほぼ定着 してお り、 そ

の 上 でf個 別 の教 育支援計画 」が策定 され ることにな るが、通常 の学級において は、個別 の

教 育支援計画 も個 別指導計画 もな じみが薄い。本来 、個別 の教 育支援 計画 に示 され た学校 で

の 支援 目標 を具体 化 した指導 計画がr個 別 指導計 画」 であ るこ とを考 える と、両者 は共 に必

要 な もの であるが、本研 究では 、まず 目の前 にいる 「困って い る子 どもJの 教育 的支援 に役

立 て る 「個別 指導計画」 を考 えた。 この こ とか ら、個別指 導計画 の記載 され る内容 は、ポ イ

ン トを絞 った 目標 、手 だて等 を具体的 に示 して い く必要 が ある。

(2)担 任 が作成 可能 な個別指導 計画 であ るこ と

本 来、個別 指導計画 の作成 に 当たっては、専 門委 員会等 の アセ ス メン トや 、保護者 及び校

内 の様 々な立場の教職員 の観 察等 に よる実態把握 を十分 に行 った上で、LD、ADHD、 高

機 能 自閉症等(以 下、 「軽度発 達障害」 とい う。)の 特 性 に基づ く困難 に焦点 を当てた、指 導

目標や 支援 の手だてが たて られ る ことが望 ま しい。 しか し、 「気 にな る児童 ・生徒」 が学級

内 にいた場合 、その児童 ・生徒 に対す る日常的 な支援 を検討 し、実施 す ることは 、担 任 と し

て頻度 が多 く必要性 も高い。 そ のためには、担任 が普段 の教育活 動の一環 として 作成 で きる

個 別指 導計画 で あるこ とが必 要 である。

また、担任 として得 られ る情報 は、他 の心身障 害教 育 の現場 で得 られ るよ うな詳細 な もの

で はない、 そ の少 ない情 報の も とで作成 可能な もので ある こ とが必要であ る。

(3)校 内の特別 支援 教育推進 を活性化す るツール と して活用 で きる こと

校 内での特別 支援教育 を推 進 してい くに 当た り、現在 、校 内委員会 の設置や特別 支援教育

コーデ ィネー ター の指名 、また 、専 門委 員会 との連携 が進 め られ ている ところで あ り、チー

ム アプ ローチ に よる、児童 ・生徒の支援 を具体的 に検 討す る際の 資料 と して も、個別 指 導計

画 を作成 ・活用 してい く必要恭 ある。 し

か し、現 段階 では、専門委 員会の数 も少
'

な く、校 内に軽度発達障 害にっい ての 専

門知識 を もっ教員 も少 ない ことか ら、 十

分 な支援 がで きて いない現状 があ る。 そ

こで、支援 の活性化 のためには、軽 度発

達障 害 に関す る専 門的知識 をサポー トで

き る支援 ソフ トの活用が有効 であ る と考

v

図1通 常の学級における個別指導計画の位置付 け

(イメージ図)
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えた。学級 担任 が 、支援 ソフ トを活用 し

て作成 した個別指導計画 は、あ る意味 で

は担 任の仮 説であ り、そ の仮 説に基づ い

て行 った教 育活動 とその評価 を、校 内委



員会 に提 出 し、指導方針等 にっい て多角 的 に検討 を深 め る際 の資料 と して活用 してい くこと

も重 要 であ る。

2個 別 指導 計画 の書式 と作成 支援 ソフ トの開発

(1)個 別指 導計画の 書式の作成

通常 の学級 での個別指 導計 画の作成 ・活 用の条件 には、先 に挙 げた よ うに、① 教 員 自身 の

教育活動 の評価 と具体的 な手だての発見 がで きるこ と、②事務 的かっ時 間的 な制約 をカバー

で き るこ と、③軽 度発達障 害の ある児童 ・生徒等 の指 導の 専門性 を補 うこ とが でき る こと と

い うこ とが ある。 これ らの視点 に、先に述べ た作成 の方針 を考慮 し、独 自の書式 を検討 、開

発 す るこ ととした。

(2)「 個別指 導計画 の作成 支援 ソフ ト」の開発

専門委員 会等 の専門的 な指導 ・助 言が得 られ ない状態 で も、通 常の学級担任 のみ で個別 指

導計画 を作成 す る場合 があ る。 そ こで 、本部会 では、 基本 的 な指導 方法 を示唆す る 「個 別指

導計画作成 支援 ソフ ト1(以 下 、「作成支援 ソフ ト」 とい う。)の 研究 開発 を行 った。

基本的 なシステ ム としては 、は じめ に、児童 ・生徒 の気 になる実態 を選択す る と、そ の起

因や背景 の仮説 が提示 され る。 その 中か らより児童 ・生徒 に近 い と思われ る もの を選択 す る

と、指導や 手だ ての ヒン トが 自動提示 され 、個別指導 計画 に反 映 され る もの と した。

この開発 に 当たって、検討 ・配慮 したこ とは以下の とお りである。

・でき るか ぎ り豊 富なデ ー タベー スを作成 し、多様 な仮説 と指導 の ヒン トが提示 され る

よ うな もの とす る

・デ ー タベー スを追加 ・修 正可能 なシステ ムに してバー ジ ョンア ップ を可能 にす る

なお 、基 礎的 資料 が少 ない た め、今 回の ソフ トのデ ー タベー ス作成 の段階 では、 中学校 に

お け る支援 の ヒン ト・対応例 を十分検討 す るこ とが で きな かった。 中学校 におけ る支援 の ヒ

ン ト ・対応 例 については、各 校の実践 を踏ま えて、充 実 させ てい く必要 があ る。

(3)通 常 の学級 におけ る個別指 導計画 を活用 した授業研 究

実際に個別指 導計画 を作成 、活用 した事例 を幾つか取 りあげ、そ の事例 を含 めた学級 にお

ける指 導案の作成 、検 討 、授 業研 究 を行 った。 これ らの研 究 を通 して、以下の研 究 を進 め る

ことと した。

① 作成支援 ソフ トの有効 性 を検証 す る

② 通常の学 級にお け る特別 支援教 育の 具体 的な進 め方 を模索す る

③ 特別 な支援を必要 とす る児童 ・生徒 とその授 業 の進 め方 を研 究す る

④ 一斉指導 と個別 の支援 の在 り方 を研 究す る

皿 通 常 の 学 級 に お け る 個 別 指 導 計 画

1個 別 指導計 画の 書式 ・項 目の検 討

通 常の学級 において 、担任 及 び児童 ・生徒 自身が 「困ってい ること」 に対 して、学 級 担任 が

児童 ・生徒 の課題 とな るところを的確 に把握 し、その原 因 と考 え られ る軽度発 達障害 の特 性 を

踏 まえ た支援や配 慮 を行 うこ とで、 「困っている こ と】が軽減 され ると考 え られ る。 また、 通
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常 の学級 での学級集 団の指導 の観点 か ら考 え ると、個別的 な支援 と同時に他 の児童 ・生徒 へ の

配慮 や 学級経 営その ものの方針 や手 だてが得 られ るものにす る必要が ある。 さらに、本 人 ・保

護者 の願 い も十分 に踏 まえる必要 があ る。 ここで は 日々の指 導 の実践 に活 用 しやす い よ うに項

目 ・内容 を精選 し、表1の よ うに書 式 を設 定 した。 以下 に内容 と記入方法 につい て説 明す る。

なお 、個別指導 計画 を作成す るには 、その前 に実態把握 表 を用いて、児童 ・生徒 の実態 を把

握 す る ことが 望ま しい。(実 態把握 表 につい ては、60ペ ー ジ等 を参 照。)

(1)「 本 人 ・保 護者 の願い」

本 人 ・保護者 の希望や願 いを 日ごろか ら把握 してお く必要 があ る。 気 にな る児童 ・生 徒 に

っ いて は、面談等 を利用 して率 直な願い を聞 き、た くさん の情報 を得 て、手だて を考 え る際

の材 料 とす る。

(2)「 実態/目 標」

児童 ・生徒の 日常 生活や 学習 の中で 、担任 又 は本人 が課題 と感 じてい る ことを 「実態 」 と

して記入す る。課題 と感 じてい る実態 を的確 に とらえな い と、 目標や具 体的 手だて を導 き出

す こ とがで きな いので、担 任 の細 かな観 察が必要で あ る。

f目標」には、その 「実態」の要 因 と考 え られ るこ とを記入す る。記入 にあたって は、 「や

らな いのではな く、できない のでは」 「暴れてい る本 人が一 番困 っている」等の視点か ら行

うこ とが大切で ある。

(3)「 支援 の ヒン ト・対応 例」

「実態/目 標」 に対 して、関係者 の これ までの対応 等 も参 考に しなが ら、対象児 童 ・生徒

に とって有 効 と思 われ る支援 の ヒン トや 対応 例 を記入 し、具 体的な指導 の手だて を考 える材

料 とす る。 支援 の ヒン トして は、言葉か けの仕 方、補 助の仕 方 、課題 提示 の仕方、教材 、教

具 の 工夫、教室環境(座 席 等)の 整 備 の工夫に加 え、学習集 団、チー ムテ イーチ ング、個別

指 導、 専門家 との連携 、校 内体制 の工夫等 があ る。

今 回開発 す る作成支援 ソフ トは、 この 「支援 の ヒン ト・対応 例」 をデー タベース化 し、児

童 ・生徒 の実態か ら導 き出す こ とを 目的 とす るもので あ る。

(4)「 指導 の手だて/評 価i

児 童 ・生徒 の実態 ・目標 を も とに記入 した 「支援 の ヒン ト ・対応例 」 を もとに、学校 ・学

級 の体制等 を考慮 しなが ら、具体的 な指導 の手 だて を記 入す る、 また、学期 の終了時 に は 、

そ の手 だてが有効で あったか をす ぐ下の 「評価 」の欄 に記入す る。

(5)「 学級経 営」

軽 度発達障 害のあ る児童 ・生徒 を学級集 団の 中で ど う育て てい くのか、また、お互 い を尊

重 し合 えるよ うな学級 全体 の意識 を ど う育 てて い くのか とい う視点 で、具体的 な手だ てを考

え てい く。

(6)「 学期の 目標」

本人 ・保護者の願 いを共通理解 した上で、学習活 動又 は学校 生活の 中に ど う位 置付 けて い

くか を考え て設定す る。 この とき教科等 の 一般 的 な 目標 を記入 す るの ではな く、お よそ一学

期 内 で達成 で きる学習 面及 び生活 面の 目標 を児童 ・生徒 の実態 に応 じて具 体的 に設 定 す る.
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表{小 ・中学校 の通 常の学級 にお ける個別指 導計画 の書式

作庇年月日 平成 年 月 日

個別指導計画(学 期用)

立 誓 舜
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2個 別 指導計画 作成 支援 ソ フ トを構成 するデー タベー スの 内容 にっいて

(1)デ ー タベー スの構 成

デ ー タベ ース作成 に当たって は、小 ・中学校 の通常 の学級 の担任 が 、個別 指導計画 の作成

に抵 抗感 な く取 り組 める よ うに、専門的 な用語 を避 ける等 の配慮 を行 った。 一方で 、内容 的

に は、軽度発 達障害 に関す る専門的な視 点か ら、児童 ・生徒 の実態 を とらえ、具体 的な指 導

の 手 だて を引 き出せ る よ うな内容 を 目指 した。

作成 支援 ソフ トを構成 す るデ ー タベー スは、図2の よ うな構造 を もってい る。

( り
-

■

一

一

晃童 ・生鍵の露顛
1

一 1

一[虹 に な る こ と
信 援のヒントミ、
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支援のヒント
L」

→

1
サ

目欄

'、

支援のヒント
L」」

唾 課鵬 えられること'

'■

支援のヒント
」 」

～

卍 〆'

,・・`''"騨

選択!

'「

支 援の ヒ ン ト
㍉㍉
lb課 題 と考 え られ る こと ■ フ

1
1
1

「

図2デ ー タベー一スの構造

※ なお、作成支援 ソフ トは、原稿執筆 と並行Lて 作成 してお り、以下に示すデータベースの内容及び
個別指導計画例は、原稿執筆時点での暫定版である。

(2)「 領 域 」

「領域 」は 「学習 」、「全身 運動 ・手指 の動作」、 「生活 」、 「対人 関係」、 「学級経営 」の5領

域で あ る。児童 ・生徒 の様子 で気 になる ことをあげ、それ らを整理 して 「領域 」 と した もの

だが 、 「学級 経営」の領域 にっ いては、対象 となる一 児童 ・生徒の様子 とい うこ とではな く、

対象 の児童 ・生徒 を含 む学級 全体 の指導 に 当た って、課題 とな る事柄 を取 り上げ た。

(3)「 気に なる こと(児 童 ・生徒の 実態)」

個 別指導計画 を 立てるに 当た って、児 童 ・生徒 の様子 で 「気 になる こと」 を出発点 と して

作業 を進 め、それ を個別指 導計画 の 「実態」 に 当て る ことに した。 児童 ・生徒の いろい ろな

活動 場面 を思 い浮かべ た ときに、想起 しやす い言葉 を選 んでい る。 また、項 目が 多 くな りす

ぎて選択 に手間取 るこ とのない数 に収 め るこ と、逆 に、ニュア ンスの違 いがあ った と して も、

実態 に即 して把握 できる よ うに選 択肢の表現 の幅 を広げ る こ と等 を意識 して項 目をあ げた。

作成支援 ソフ トでは・領域 を選 択 し、領域 ご との 「気 にな るこ と(児 童 ・生徒の実態)」
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の 中か ら、児童 ・生徒 の様子 に 当てはまる もの を選択す る。 表2に 「気にな るこ と(児 童 ・

生徒の実 態)」 の全項 目を載 せた。実際 に気 にな って いた り、対応 を迫 られてい た りす る こ

とば か りに気 を と られ て しま うこ とのない ように、作成 支援 ソフ トのデー タベー スの全 項 目

一覧表 を利用 し
、児童 ・生徒 の全体像 を とらえ るこ とも大切 であ る。

表2r気 にな る こと(児 童 ・生徒 の 実 態〕」 の 項 目一 覧

繋 腫㎜ 離
・"灘 羅 鑛灘 灘 灘灘 購 猿蘇 鰻"…"　 "冠 最

1

μ,

学習

最後までや り通せ ない

2 話を聞いて理解 するこ とが難 しい

3 ひ らがな瀞なかなか習得で きない

4 文を読む とき、字を抜か した り行 を飛 ば した りす る

5 漢字の習得が難 しい
一

6 作文を書 くことができない

7 計算でつ まず く

8 計算はできるが文章題が苦手

9 作図が うま くいかない

10 図形問題 につまず く

11

全身運動 ・手指 の動作

体の動きが ぎこちない

12 物 をぷっ け る;っ まず く、 ぶ つ か る こ とが 多 い

13 器械運動が苦手

14 ボール運動が苦手

15 縄跳びがで きない

16 合図に合わせた動きが苦手

17 はさみが上手に使 えない

18 楽 器(リ コー ダー 、鍵 盤 ハ ー モ ニカ)が 苦 手

19 プ リン ト等 ぐちゃ ぐ ち ゃに して しま う

20

生活

座 ってい られ ない

21 トラブルが もとで教室 を飛 び出す

22 いつの間 にか教室か らいな くなる

23 持ち物を忘れる

24 整理整頓ができない

25 宿題を忘れ る ・や ってこない

26 時間の感覚がない

27 持ち物を忘れる

28 係活動 ・掃除をや らない

29 物 の位置や順序を覚 え られ ない

30 自分のや り方や決ま り事の とお りにしない と気が済まない

31 特定の大事な物が手放せない

32 夢 中にな るとや め られ ない

33 意見を変 えられ ない

34 特定 の音 ・物 ・場面 を嫌 が る

35 登 校 しぶ りカ{ある

36 負 けを受け入れ られ ない

1対人関係 す ぐに暴力 を振 るう7
・

833

圏

喧嘩が多い

39 す ぐ怒 る、 きれ る

40 自分勝手で ある

41 乱暴な言葉 ・暴言を言 う

42 友達 との トラブルが 多い

43 話さない
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44

45

46

47

48

49

50

5i

52

53

54

学級経営上の ヒン ト

一人でいて も平気であ る

友達 と上手に遊ぺない

友達がで きない ・少ない

失礼な ことを言 う

周 りか ら浮いて しま う

周 りか ら浮いて しま う・受 け入れ られ にくい

他 にも支援を必要 としてい る児童 ・生徒がいる

周囲に対象児童 ・生徒 を特別扱 い しているどい う不満があ る

対象児童 ・生徒をか らか った りはや し立て る者がいる

学校の状況 を保護者 に上手に伝 えられない

保護者 と共通理解が十分 に図 られ ていない

(4)r課 題 と考 え られ る こ と(児 童 ・生徒 の 目標)」

例 えば 、 「文章 を読 む とき、字 をぬか した り行 を飛 ば した りす る」場合 、その原因 が、 「形

を細 か く見分 ける機能 が うま く働 か ない」 ことにあ るのか 、 「漢字 が読 めないため、た どた

ど しくな る」 ことに よるの かに よって、その対 応は 当然 違 って くる。

そ こで 、 「気 にな るこ と(児 童 ・生徒 の実態)」 一つ 一つ に対 して、その原 因 と想 定 され

る ことを 「課題 と考 えられ る こ と(児 童 ・生徒の 目標)」 として数 例ず っあげて いる。 様 々

な軽度発 達障害 に起 因す る事柄等 を想定 してい るが 、診 断名 等 に とらわれ るこ とな く、児童 ・

生徒 の実態 を しっか りと とらえなお しなが ら、 「課題 と考 え られ るこ と」 の項 目を選 び、そ

れ を個別 指導 計画の 「児童 ・生徒 の 目標 」 に当て る こ とに した。 「課題 と考 え られ る こと」

の例 は、デー タベー スの 中か ら表3に 示 したe

なお、本来 、児 童 ・生徒 の 目標 は 「～で きる」 の よ うに、肯定文 で記 述 され るべ き もので

あ るが、今回 作成す るソフ トでは 、担任 が提示 され た項 目か ら該 当す るもの を選択す る とい

う手順 を踏 まえるため、選択 の しやす さを考慮 し、否 定文 の形で提示す るこ と とした。

衰3「 課題 と考 えられ ること(児 童 ・生徒の目標)」 の例

_質 擁灘難灘_一 一一一一一一_.._・_鐵 響離雛 欄 灘灘 鑛灘晦灘鶏灘 藻購_・錘.

最後 までや り通せ な
い

集中力 力{続かない

言葉を理解す ること溺苦手

話を聞いて理解する

ことが難 しい

言葉を理解す ることが苦手
「分か らない こと」を上手 に伝 えられ ない

他の ことに気が とられて しま う

家庭環境や友達関係で悩み、生活が無気力 になっている

聞いた ことを覚えてお くことが苦手

私語が多い

ひ らが な が な か な か

習得 で きない

形 を細か く見分ける機 能が うまく働かない

ひ らがなをスムーズに思い出せ ない

手先が不器用である

音の感覚 がつかめず、拗音が抜 ける

眼球のスムーズな動 きができない

文を読む とき、字を抜

か した り行 を飛ば し

た りす る

形 を細か く見分ける機能が うま く働かない

音の感覚 がつかめず、た どた どしくな る

漢字漢読 めないため、た どた どしくな る

読字に対す る抵抗感が強い

漢字 の習 得が難 しい 漢字 をスムーズに思い出せない
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手先が不器用である

漢字 に対す る抵抗感が強い

作文に対する抵抗感が強い

作文を書 くことがで

きない

経験そのものを思い出す ことが難 しい

経験 を順番 に思い出す ことが難 しい

構成 の仕方が分か らない

長い文で書 くことが難 しい

感想 を求め られることが苦痛になってい る

助詞 の使 い方がおか しい

書字に対する抵抗感が強い

推敲に対する抵抗感が強い

具体的な様子や気持ちを表す語いを知 らず 、多様 な文を書 くことができない

計算 でつまず く きちん と理解できてお らず、意欲 がない

数 の概念や操作が しっかりと身に付いていない

計算途中の繰 り上が り繰 り下が り等の数を覚えてい られない

桁 をそろえて書けない、どこに書いていいか分か らない

計算 の手順 を覚えることが苦手

計算 の仕方が分か らない

計算はできるが文章

題が苦手

漢字 の読み の力や、文章の読み取 りが弱い

問題 の意味や計算の意味が理解 できていない

作 図が うま くいかな

い

指示 され てい る言葉が示 していることが理 解できていない

手先が不器用である

図形問題 につまず く 問題や解説 の言葉が示 していることが読み とれていない

図を読み とりに くい

(5)「 支援 の ヒン ト・対応 例 」

一っ一 っの 「課題 と考 え られ るこ とjす なわ ち 「児童 ・生徒 の 目標jに 対 応 させ て
、 「支

援 の ヒン ト・対応例 」 を挙 げてい る。支援 の ヒン トには通常 の学級担任 の対 応 を想 定 した も

のに は○、校 内体制 の工夫 に よる対応 を想 定 した もの には△ 、専門機 関の対 応 を想 定 した も

の には口の記号 を付 けて いる。

その中か ら、実際の具 体的 な指導場面 に応 じて、採用 すべ き支援 の ヒン トを選ぶ 。

「気 にな るこ とjの 中か ら、2例 について、課題 と考 え られ る こと、支援 の ヒン トの全体

像 を表4と 表5に 示 す。

表4支 援のヒントの例 ①

気になること→ 「ひらがながなかな力唱 得できない」

尭 灘簸襲叢 鐵1蕪 懸織 藻馨ii螺轍難棄　 鞭 義灘 藻撚 灘羅灘鱗 霞　
形 を細か く見分ける機

能が うま く働かない

O似 た字 の違いを具体的に指で示 し、注 目すべき違いに視点を合 わせ る

orは ね」や 「は らい」等に こだわ らず、シ ンプル な字 を指導する

Oノ ー トや ワー クシー トのマス 目を本人 が書 きやすい大きさにす る

O字 の大き さを、本人にとって読みやす い大 きさにす る

O字 の形やきれいさにこだわ らず 、書けた ことを評価 する

ひ らがな をスムーズに

思い出せ ない

ム カル タ等 を使 って 、具体 物 とひ らが な を組 み合 わせ て指 導す る。楽 「あ」

は 、 「あひ るの 、 あ」

Oひ らがな表を用意 して下敷 き等 に使用 し、想起 の手がか りを与える

Oひ らが な の書 き順 を 「文 」 にす る。 楽 「た 」 は 「よ こ、 なな め 、 よ こ、

よ こ」 と書 きます

O身 体 を大 きく使 った空書を し、身体感覚 も利用 して定着を図る
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△本人 にとって親 しみやす い語句や興味のある分野 の語句を利用 して、字

を覚 える

手先 が不器用である 0正 しい運 筆 ・持ち方のた めの補助具 を用意す る

O本 人の筆圧に合 った硬度 の鉛筆を用意す る

Oノ ー トや ワー クシー トの マス 目を本 入 が 書 きや す い大 き さにす る

O身 体 を大き く使 った空書 を し、身体感覚 も利用 して定着を図 る

O字 の形 やきれい さに こだわ らず、書けた ことを評価する

音の感覚がつかめず、拗

音が抜 ける

△拗音 を摩っ くり発音 して、聞き取るカ を身に付 ける

O読 む とお りに手を叩いて、促音が挿入 されてい ることを確かめ る

表5支 掻のヒン トの例②

気に なること→ 「友連 との トラブルが多い」

霧畿難難蝋 難羅襯 灘i; 難響難懸鍵灘羅 難難灘難議繁簾灘 鑛軽垂 撒 認 隷灘鑑難 ま

他 の人が していることに関心を払

っていない

O言 葉に よる説諭でな く、関係や気持ちを図示す る等 、視覚的に

示 してい く

ルールや 、順番等の抽象概念が理

解 できない

O分 か りに くいルール を整 理する

O決 ま りを図示す る

Oそ の児童 に分かる簡単なルール遊びに、周 りの児童を巻き込む

△児童が主体的にルール を決 め、活動できる場を設定す る。(小

集団指導等)

周 囲の行動や言 われ たことを誤解

して しま う

Oか かわった児童 ・生徒を呼び、間に入って状況を整理する。相

手の真意をていねいに伝 える

△似た場面の再現遊び等で気持 ちを考 えさせ る

昔 の トラブルや 、未解決の ことに

こだわってい る

O個 別に呼んで、話を聞 く。→肯定的 に受 け入れ られ るよ うに促

す

△時間の感 覚(過 去 、現在 、未来 についての感覚)を 育て る

ロ専門的な機 関での診断 を受け、心理的な安定のための指導を個

別 に受 ける
一旦考えて行動す ることが難 しい O(対 症療 法的)ト ラブルが起きやすい児童 と席 を離す

O会 話 にお け る、ル ー ル を決 め る.(「 ね えち ょっ と」 「今 い い?」

等 円滑 にか かわ れ る言 葉 を具 体的 に教 え る

O小 さな ことでよいので 「我慢」を教 えられ る場面 を探す。そ し

て、約束力{守れた らほめることを繰 り返す

O手 が出て しま う状況 を整理す る。児童 な りの理 由がないか探

し、周 りの児童 と共有す る

口衝動性 を押 さえる方法 を学ぶ専門的な指導 を受 ける

本児 に とっては面白いことを他児

に注意 され、受 け入れ られない

O落 ち着いてか ら気持 ちを聞 く。→適切な行動を考えさせ る

O周 りの児童が本児 にきつ くかかわっていないか確かめる

相手 の気持 ちや表情が理解できな

い

0会 話 のル ー ル を決 め る(例;気 持 ち が分 か らな か った ら、 「怒

って るの?」 と聞 く等)

0相 手の感情を言葉で説明する

0相 手 に言葉で気持 ちを書 うよ うに指導す る

(6)内 容 の拡 充、改善について

この作成支援 ソフ トは 、各 学校、各学年 、各学級 での取組 で効果的 であった 指導や 、特徴

的 な児 童 ・生徒 の様 子等 をデ ー タベー スに加 えてい くこ とで、その学校、その学年 に即 した

使 いやす い ものに して いく必 要が ある。 実際の指導 の手だ ての検討 に当た って は、 この作成

支援 ソフ トの使 用以外 に、 ケース検討会 、巡回相談 、専門委 員会か らの助 言、通級 指導 学級

での指 導等の場 で、 一人一 人の児童 ・生徒 につ いての支援 が検 討 され る。それ らの成果 を、

このデ ー タベー スの拡 充、発 展に生か してい く必要 があ る。
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3作 成 支橿 ソフ トの作成

これ まで に作成 して きた通 常の学級 にお け る個別指導 計画 の書式 と、指 導の 手だて を考 える

た め の ヒン トを集 めたデー タベー スを関連 付 け、パ ソコン上で操作 でき るよ うにす るた めのプ

ログラム と して、作成支援 ソフ トを作成 した。作成 は、次 の方針で行 った。

(1)学 校 の実践 を踏 まえてデー タベー スの更新 ・充実 が可能 な こ と

今 回作成 したデー タベ ースは 、実践例の一部 であ る。 各学校が 、児童 ・生 徒 に対す る実 践

を踏 ま え、 より効果 のあった内容 を追加 す る等の更新 ・修 正 を加 える よ うにす るこ とで 、よ

り学校 や児童 ・生徒 の実態 にあったデー タベー ス とす るこ とが可能 とな る。

そ こで 、デ ー タベ ー ス部分 につ いては、各学校 で修 正 可能な システム とす るこ とと した。

(2)よ り簡 単な操 作で作成 で きる こと

個別 指 導計 画の作成 に対す る通 常の学級 の担任 の負 担感 を軽減 す るた めに、 キー ボー ドか

ら直接 入力す る項 目を最 小 限に抑 え、マ ウス等 に よる選択 部分 を多 く した.

(3)よ り多 くのパ ソコン環 境 で利用 でき るこ と

デー タベー スの処理 を伴 う本 システムの場合 、デー タベ ー ス専 用 ソフ トウエ アに よ り作成

す る ことが 、効 率化 ・多機 能化 の面か ら望 ま しい。 しか し、デー タベ ース専用 ソフ トウエ ア

を導 入 してい る学校 は ワー プ ロソフ トウエ アや表計算 ソフ トウエ アに比べ少 な く、 さらに 、

デー タベー ス ソフ トウ手 ア の利用 経験 の ある教員 は ご く限 られて いる。

そ こで 、最 も広 く市販 され てい る表計算 ソフ トウエ ア に附属 して いるデー タベ ース機 能 と、

特定 の操作手順 を 自動処理 す る機 能(マ クロ)を 組 み合 わせ るこ とに よ り、 作成 した システ

ムが よ り多 くのパ ソコン環 境 で、 よ り多 くの教員が活 用で き るよ うにす る。

この よ うに作成 した ソフ トウエアの操作 画面は、図3及 び4に 示 した とお りで あ る。

なお、今 回作成 した ソフ トウエアは、図5の 「作成支援 ソフ トウエ アを活 用 した個別指 導

計画 作成 の フローチ ャー ト」 に示 した とお り、作成 を支援 す るための ものであ り、個別 指 導

計画 その もの を作成す るものではない。児童 ・生徒 の実態 に あ った個別 指導 計画 とす るた め

には、最後 に行 う指導 の手 だて を決定す る ときだけで な く、 プ ロセス全般 にわ た り、教員 に

よ る判断 ・評価が必 要で ある。 この判断 ・評価 に当た っては 、 よ り的確 な もの とす るよ う、

複数 の教員 に よ り行 うことが望ま しい.
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図3操 作画面①(初 期画面)
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図4操 作画面②(課 題入力画面)
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個別指導計画の作成

課題 とな る大まか な内

容(領域)を選 択す る

課題 とな る具 体的 な 内

容(実 態)が選択肢 にある

課題 となる具体的 な内

容(実態)を選 択す る

原因と考えられる具体的な

内容(目標)が選択肢にある

原 因 と考 え られ る具体 的

な内容(目標)を 選択す る

支援の ヒン ト・対応例を もとに

指導の手だてを記入す る

デ ー タベ ー ス の修 正 ・更新

次の学期の個別指導計画 の作成

図5「 作 成 支 援 ソ フ トウエ ア を活用 した個 別 指導 計 画 作 成 の フロー チ ヤー ト」
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1Ψ 個 別 指 導 計 画 の 活 用

1個 別指導 計画の作成例

(1)事 例A(小 学校2年 生)

ア 事例 の概 要

本児 は、人 なつこ く、友達 も多い児 童で ある。や る気 はお う盛で あるが、集 中力 が続か

ない。 しか し、授業 の流れの核 とな る重要な発言 もす る。1年 生の時 には、 まれ に言 葉 に

っ まった り、発音の誤 りが あった りしたが、 しだい に、 どち らも改 善 され て きた。 作 文は

好 きで た くさん書 くが、表記 上の誤 りが多い。

2年 生 にな り、漢宇 の止 め、払 い等 を重点的 に指 導 してきた。 本児 は何 回 も書 い て覚 え

よ うとしてい るのだ が、多 くの漠字 の形が ど こか少 し違 っていた。 初回のテ ス トで0を 出

せ ず、指 導す るこ とが続 いた。 書き順 を正確 に覚 えてい ない様 子が あった。

ある 日、本児 の保護者 か ら、 「最近 学校 に行 きた くない と言 う。」 との訴 えが あった。

イ 個別 指導計 画作成 までの経過

本児 は、や る気 もあ り、 ま じめに学 習を しているの に、その結果 が出ない ので 自信 を失

ってい る と考 えた。担任 として何 とか したい と考 えたが 、適切 な方策 が浮 か ばず 、学 年会

で本 事例 を話題 に してみた。 そ こで、 『作成 支援 ソフ ト』 を紹介 され た。 ソフ トを使 用 し

作成 したものが14ペ ー ジの個別指導 計画で ある。

ウ その後の対応

書き順 を言葉 で言い な恭 ら指導す ること、空書 の指 導の時 、前 を向いていない状態 だ け

はっ く らない よ うにす る ことをまず始 めてみ た。 また、漠字 テ ス トのや り直 しの時 、誤 っ

た部分 だ けを訂 正す るのでな く、その文字全部 を 「の ぎへ ん に火だね」 と言葉 も添 え て再

指導す るよ うに した。

本児 は 、吃音 につ いて教育相談 を受 けてい た。保護 者が 、個別指導計画 について担 当の

先 生に話 を した ことか ら、心理発 達検 査を受 ける ことにな った。そ の結果 、 「言語性 能力

と動 作性能 力の どち らも高い水 準にあ るが、注意力 と、聞 いた ことを一時 的 に覚 えて いる

能力が少 し弱い。一回 思い込 んで しま うとそ こか ら離れ られず 、 自分 で訂 正 しに くい。 」

との説 明を受 けた。忘れ 物が 多かった り、靴 の左右 を誤 った りす る ことにっいて も、本 児

の能 力 のアンバ ランス さか ら来てい るものな ので、自信 を失 わない よ うな配慮 を しなが ら、

丁寧な指導 が必要 との ア ドバイ スを受 けた。

工 個別 指導計 画作成 ・活用 の利点

個別 指導 計画 を活用 した丁寧 な指導 を行 った結果 、児童 の学習意欲 、態度 等 に変 化 の兆

しが見 られ 、保 護者の理 解が進 んだ。 その結果 、 さらに詳細 な心理発達検 査 を受 け、本児

の特性 の理解 が深ま った。

オ 今後 の課題

本 児は幼 くて学習が進 まない のではな く、能 力のア ンバ ラ ンスを考 えな くて はな らない

と分 か った.本 児に あった学習指 導の 工夫 を開発す る必要 があ る。
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ヵ 事例Aの 個別指導計画

作成年月日 平成O年O月O日 ooo立oo小 学校

個別指導計画(0学 期用〉

#
名
酢りふ

氏
しれい

事 例A

性別 在籍学級

担任氏名
「

2年o組

oooo

" ・'・ 玩
.耳L旨 ・, 醤,tt_,、1,1本 人:i・・傑 堰 者 盃 ・願 い

本 人

保 護者

・たくさん勉 強した い。

・落ち着かない。漢宇が覚えられない。時寿上手く話せないことがあるので、聞いて欲しい。苦手な勉強があるので、どうした

ら良いか教えて欲しい.

幌 童1姓 佳め宴麺老.巨臼 :. λ.・超 議 藩 支 撫 の 奪 ・ン 十 〆対 応 偲{一',、 」=桑:
・く二: ・1横 導 の 年 悠 セ とi・詳 価

..

1

学

習

膜宇の習得が難しい O似 た字の違いを具佑的に指で示し、注目すべき違
いに幌点を合わせる

・新出漢字の学習のと書に、必ず部 首を砿露するとと1bに、形

の似ている匿習湊 宇と比較させ弧

・空書きをしながら、「最初に縦 三本・・りのように、書き順を言

葉で説明する.
・文字の弼のきれ いさにこだわらず、まず、書けたことから評

価をする,

O「はね」や 「は らい」など文宇の細かい部分にこだわ

らなくてもよいと指導†る

形を細かく見分ける

機能がうまく働かな

い

Oノ ートやワークシー トのマス目を本入が書者やすい

大きさにする

O字 の大 音さを、本人にとって疏みやす い大 きさにす

る

全体指導 で行ったため、他 の児量とのかかわりの中で本児

は 自熊 に部首 を覚 えることがで魯た.他 の児童も楽 しんで学

習した.湊 字 の定漕には個別 の対応 が必聾であi5。O字 の形やきれいさにこだわらず、書けたことを評価

する

1

学

習

漢宇の習得が難しい O本 人の筆圧に合った硬度の鉛筆を用意†る
・ワー クシー トを自作するときは、マス目を全体的に大きめに

する。
・空書き指導 の時、注意が担任 に向いているか確認する。
・練 習してきたことをほめる。

ロ点結びや曲線なぞりなどの基本的な書宇のための

練習をする

手先が不器用であろ Oノ ートやワークシートのマス日を本人恭書きやすい

大きさにする

O身 体を大きく使った空書をし、身体感覚も利用して

定着を図る

注 目していない児童が他にもいることに気付いた.落 ち着い

て学習する姿 勢を育てる必 要があった。

作業時聞 をゆったり確保 し、机 聞指導を増やすようにすると

有効だった.

O字 の形やきれいさにこだわらず 、書けたことを評価

する

1

学

習

話を簡いて理解す

ることが難しい

Oに の文をノートのここに写します」な ど具体的に指

示します

・必要なときに、見石べき部分を見ているか確認しながら

授業を進める.
O席 を前に移動して刺激を少なくする 選窓側にはし

ない

他のことに気がとら

れてしまう

O指 示をメモなどにして視覚的に残し、礫認できるよう

にする

O話 しかける前に、名前を呼んだり、視綜をこちらに

向けさせる

印象的な提示の仕方をすると見るようだ。本児以外の

子にも注意しているうち、注意がそれてしまうので、確甜

の仕方の工夫が必要、O敏 蜜内の掲示物等の整理を図る
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(2)事 例B(小 学校4年 生)

ア 事 例の概 要

本 児 に対 する学級担任 の評価 はrテ ス トの点数 は良いが、 わがまま 、 トラブルが 多い」

児 童で あった。学習 に関 しては基本 的な計算 は学年相応 にで き、漢宇 は得意 なほ うで あ っ

た。授 業 中は手 を挙 げて発 言す るが 、時折 、的外 れ な ことを言 うこ と もあ った。 自分 の意

に添 わない とや らない、好 きな ことに夢 中にな ると、切 り替 え られ な い等 こだわ りの強 さ

も見 られ た。 思い通 りに行か ない とかん しゃ くを起 こ し、 クラスか ら出て行 った りす る こ

とも見 られ た。担任 は3年 生 か らの持 ち上が りで 、本児 の保護者 とは何 か あるたび に電話

連絡 を し、個別の対応 を して きた が、明 らかな改善 はみ られ なかった。保護者 に よる と、

「小 さい ころか らマ イペー ス、友達 も少 な く、 どち らか とい うと一人遊 びが好 きだ った。

でも、好 きな こ とには集 中力 もある。 ち ょっ と個性的 な子 だが、いい とこ ろもた くさん あ

る ことを分 か ってほ しい。 」 との話 だ った。

最 近はかん しゃ くを起 こす と、もの を投 げる等の場面 も見受 け られ るよ うになって きた。

また、 τわが まます ぎる」 か らとク ラスの他の子 か らの風 当た りも強 くな り、孤 立 しが ち

な様 子 も うかが えた。

イ 個別指 導計画作成 ま での経 過

本年度 よ り校 内委 員会 が立 ち上が り、養護 教諭 が特別支援 教育 コー デ ィネー ター として

指名 され ていた。個 々の担任が抱 え込 まず、学校 全体 で子 どもたち を見守 ってい こ うとい

う方針 の もと、月 一回 の話 し合 いを行 づてい た。担任 か ら、最近、行 動面 の課題 につ いて

全体 に相 談 したい との意 向で 、話 し合いが行 われ 、本 児 の課 題点 を全教職 員 で共 有 した。

そ して、具体策 につい て何か1つ で も とい うこ とで 『作成 支援 ソフ ト』を活用 した。

ウ そ の後 の対応

校 内委 員会 での話 し合 い によ り、二つの具体策が 出た。1か 月後 の校内 委員会 で報 告 を

行 った ところ、 「集 団か ら離 れて しま うよ うな トラブル 自体 は減 って はいないが 、そ のあ

との状況 がひ どくな らず に 、担任が把握 で きる範囲 でお さま る」 とい う一 定の成 果 が 見 ら

れ た。また、担任 との話 し合 い以後 、本児 の中で少 しずつ調整 しよ うとす る前向 きな様 子

が見 られ る とい う報告 もあった。 一方 、相変わ らず 、 トラブルは あ り、根 本的な解決 にな

ってい ないの では とい う意 見 も出た.そ こで専門的 な立場 の人に相 談 してみ る とい うこ と

にな った。担任 は保 護者 に連 絡 し、手だてについて 専門的 な立場の 人に相 談 して よい か と

の確 認 を し、了解 を とった後 、通級 指導学級の担任 に授 業観 察 に来 て も らうよ う依頼 した。

授 業観 察後 、通級 指導 学級 の担任 か ら、本児 は、わ が ままではな く、状況 の理解 が苦手 で

自然 とその よ うな振 る舞い にな っている との助 言 をも らった。

工 個別指導計 画作成 ・活用 の利 点

作成支援 ソフ トを校 内委 員会 で渚用 す ることによ り、本 児の行動特性 に関す る課題 点 を

共有 し、共通の対応 が でき るよ うにな る等、理解が 深 まった。

オ 今後 の課題

保護者 と通級指 導学級 の担 任、学級 担任の 三者 で面談 を もち、 よ り深い本児 の理解 につ

な げてい きたい。
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力 事 例Bの 個別 指 導 計 画

作成年月日 三μ故O年O月O日

個別指導計画(O学 期 用)

ooo立oo小 掌較

み りが 喀

氏 名

じ"い

事 例B

性別 荘籍学級 4年o組
担任氏名 oooo

}、二蜘.ド

率 人 ・がん ばってい るので、み んなか らほめてもらいたい。

='…
1旛鰻 鰻 擁i蕪 難 …融

保 謹者 ・小さい噴から個性的な子だoた 。友達が少ないのは気になる。良いところがたくさんあることを分かoて 欲しい,

揚罎霜豊麟'嚢奪聾旬嵯・ ま灘藁1聾あ…葦駿蝶 鑑灘蔓雛鱗調醸阪 弛 阜

4

対

人

関

係

夢中になるとやめ

られない

O始 める前に終わりの時間を目で見える形で予告す

る

■

・提出物、残り勉強などを嫌がる場合は、必ず仕上げさせる

条件で、方法や時問は本人なりの手順でもよしとする.
・得意な漢字や計算などを中心に、意識的にほめる禍面を増

やす㌔
O終 丁の合 図億 、声だけでなく、文 宇で示したり、タイ

マーの音 にする

行動や考えを自分

で切り替えるの茄

難Lい
「

本 人なりのやり方を認めることで、パニックになる場 面が

減った。肯定 的な対応 で落 ち着くことは分かってい呑が、ほめ

る場面をねかなか見付 けられない。意 識してほめる場 面を熊

すようにした軌

4

対

人

関

係

自分のや り方や 、決

まりごとのパクーンど

お りにし4い と気が

済まない

O簡 単掃除、時聞がない場合のやり芳などを股定し、

手順や内容の違い溺わかるよう示す

・理科 の実験 、休 み時聞の自由帳などに夢 中になっていると

きは、「後5分 で終わり」と予告す ろ。終えられたときは、ほめ

ム
・給 食のおかわりは、みんなと同じル・一ル ですることを撒底す

る.
・休 み畔閻 、外班 ぴをしたがらないときは、弛 更しない.

O当 初は他の人に迷感にならなけれぱ無理にやめさ

せない

決まった・やり方にし

ないと落ち着かず 、

不安 定になゐ 本人の中で受け入れ られるものと受 け入れがたいものがあ

る唇みんなに珪惑になろという理 由より、自分 が損す るという理

屈のほうが受 け入れやすいようである。事前 に予告 しておい

たことは受け入れてうまくいった.

3

生

活

.

トラブルカ言もとで轍

室を飛び出す

Oト ラブルの係 因を聞いてあげ、気持ちをクールダウ

ンさせる。蔭ち着いたら振り返らせる。

・当面、教室 の隅に「O君 罰一 ナー4を設 定し、そこに行くよう

に本児 と話 し合 う。
・教 室から出たときは、管理 職・空き時間の教員で対応する。△全鞘員で共通理解し、本児を見かけたら担任に連

絡する校内体制をっくっておく。

感 情のコントロール

ができない

O君 コー ナーは.使 おうと意識できるほどの余裕 がなく、依

備教 睾から出てしまうことはあ軌 劃披長が対応する場 面が

増え、本児 のことについて話Lや すくなった。

1

の'目 、

「噌

駅

・嫌 な ことがあっても、教 室 の中 で気 持 ちを切 り替 えられるようにする.
・好 きな ことが注 意 され てから5分 以 内 で止 められ るようになる

。
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(3)事 例C(小 学校4年 生)

ア 事 例の概要

本児 は、休み 時間や放 課後 に遊 ぶ際等 に、友達 との トラブルが 目立っ児 童であ る。4年

生に なってか ら、特 に トラブル が多 くなった。 その内容 と して は、友達へ の暴力 、暴 言 等

であ る。本児 は、学級 内での トラブル で非難 され る こ とに過剰 に反応 し、情 緒的 に も不安

定に な り、学習 に集 中す るこ とも難 しい状態 である。 本児 の言動 を恐れ る児童 も出て、 問

題 は大 き くなって きた。

保護者 は、診 断 を受 け るま でには至 らない ものの、本児 の行動特性 が他 の子 と違 うこ と

を認 めて お り、担任 と対 処法 につ いて話 し合 いを重ね ていた。

こ うした時期 に、校 内委員会 が設 置 され、教育委員 会 を通 じて、近 隣の養護学校 の特 別

支援教育 コーデ ィネー ターの巡回相 談 を受け るこ とと した。 養護学校 の コーデ ィネ ー ター

は、 まず 、この事例の児 童の様子 を観 察 し、多動性や 衝動性 が認 め られ るこ とを学 級担任

に伝 え、学級 内での本児 への対応 の仕 方 につい て、共 に考 えるこ とか ら始 めた.

イ 個別 指導計画 作成 までの経過

校 内委員会 に養護 学校 の特別 支援教 育 コーデ ィネ ー ター も参加 し、今後の対応 にっ い て

話 し合 っ た。そ の場で 、 『作成支援 ソフ ト』 を使 って個別指 導計画 を作成す る こ とを勧 め

られた。

ウ その後 の対応

で き上 がった個別 指導 計画 をも とに校 内委員 会 が開かれ 、話 し合 いの結果 、本児 へ の ト

ラブルの際の対応 の仕方 につい て、次の よ うに確認 され た。

・担任 も含 めた周 囲か ら本児 だけが非難 され る場 面 を回避 す る こと

・本児 の どの よ うな行 動や言動 を相手が嫌だ と感 じたのか、周囲 の子 どもの気持 ち を代

弁 し、本児 に説 明す るこ と

・本児 が感 じてい る ことを暴 力 ・暴言 では な く、言語的 な表現方 法 で表現 でき るよ うに

指導す る こと

・衝動的 な行 動 を起 こ して しまづた こ とを振 り返 らせ て、 どの よ うにすれ ば良か っ たの

か考 えて行 動す る よ うに指導 す ること

・カ ッとした ときに気 持 ちを落 ち着かせ る仕 方を教 える こ と

また、校 内委 員会の 中で、養護 学校 の特別支援 教育 コー デ ィネー ター に よる 「多動性 や

衝 動性 の ある児童 の実態 と対応 の仕 方 につい て」 と して、校 内研修 会が行 われた。

工 個別指導計画 作成 ・活 用の利 点

本 児 の 具 体 的 な 実 態 を 揚 面 ご と整 理 し、 それ ぞ れ に対 して 作成 支 援 ソフ トを活 用

して対 応 策 を 考 え る こ とに よっ て 周 囲 の理 解 が進 み 、感 情的 な 衝 突 が 少 な くな っ た。

オ 今後 の課題

今後は 、担任 と保 護者 が密接 に連絡 を取 り合 いなが ら、本児 を よ り良い 方向に指 導 して

い く関係 づ く りを築い てい く必 要があ る、 また、本児 の保 護者 は、本児の 実態 を認識 して

いるので 、で きるだけ早 く専 門機 関 を受診 して、医療 面の診断 も含 め た対応 策 を検討 す る

必 要が ある。
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力 事例Cの 個別指導計画

作成年月日 平成0年O月O日 ooo立oo小 学按

個別指導計画(O学 期用)
暫
名
がり昂

匠
じオしい

事例C
性別 在籍学級

担任氏名
4年o組

oooo

本 人 ・保 の願 い.

本 人

保 罎 賓

・友達と仲良くしたい。友達と楽しく過ごせるようにしたい。

・友達とのトラブルが少なくなり、落ち着いて学校生活を過ごせるようになって欲しい.

児童 。生債σ〕璽触と目梅 支擾 の ヒン ト 指導の手だてと評価

4

対

人
関
係

す ぐ怒 る、きれ 石 口怒りの感情の度合いを表す図を岳って、自分の怒り

の度合いを客観的に把握させる。

・我慢できた場面を評価する。
・感情を暴力などで表した場合、どういう気持ちでそうなった

のか甘葉にさせる.Oど のような場面では怒らないのか把撮し、怒る状況

を作らないように環境を調整する

感 情 のコントロール

が 苦 手であ る

ロ「イライラ」、「許せない」等 自分の気持ちの変化を意

隙する指導を行う

口暴れたくなるくらいの悪りと、気分を害したのでは違

うという慮情の違いを理解させる

担任が個別にかかわる時間が増えて、本人も自分の言い分

を聞いてもらえる機会ができたことで、情緒的に少し安定して

きている。Oイ ライラしてきたら、気分転換する方法を考え(水を

飲みに行く等)一緒に取り組む

4

対
人
関
係

友達とのトラブルが

多い

O琶 葉による説論でなく、関係や気持ちを図示する

など、視覚的に伝えていく

・トラブル の際 、関係 図 を作 りな がら本 児 の 話しを聞 き、視 覚

にうった えて指導 す る.

他の人がしているこ

とに開心を払えない

話 を聞 いた り、本 人 に関係 図等 を使 って 自分 の行 動 を掘 り

返 らせ たりす ることで、ある程 度 クール ダ ウンを図 ることができ

た。

3

生

活

喧嘆が多い △からかいやいじめの対畿になりていないかの把握を

し、学校全体で指導する

・本児 の 話を聞 くことで .クー ル ダウンさせ る。トラブル の相 手

の児 童 や 周 囲の児 童 とともに、解 決 策 を話 し合 い 、一方 的 に

自分 が責 められ てい るので はな いことを知 らせ る。O本 人の受け取り方,言 い分をじっくり聞いた後で、

相手の言い分を説明し考えさせる

状況がつかめず、自

分だけが攻撃されて
いるように感じてしま

う

1トラブル相手の児童や周囲の児童と話し舎う雰囲気をつくる

ことによって、本児が孤立感から解放されている。また、周囲
の児童の本児への理解も、以前よりは深まっている。

4

対
人
関
係

すぐに暴力を振るう O落 ち着いたところで、相手の児童も含めやりとりを魯

き出し、因果関係を確認する

・自分 の行動 を振 り返ることがで きるように して いく
。

Oトラブルの相孚と一緒に行動を振り返り,適切な言

葉と行動を考える

やりとりの流れがよく

理解できておらず、

直前の発言だけに

艮応†る

個別に話を聞く時間を少しずつながらとってあげるように

なってから、敏室からの鏑び出しは少なくなってきている。

　
ト

周囲の児童・生徒へ

のはたらきかけ

O日 常的に他の児童へのにたらきかけもT寧 にする ・問題 が起 きたときだ けでなく,学 級 活 動な どを通 」て、対 象

児 童 の実 態 につ いて、理 解 を傑 めてい く。
・対象 児 だけを責め るような 状況 にな らな いよう、日常 的 にトラ

ブル が起きや す い場 面 などを想 定 し、どのように行 動 したらよ

いか 、クラス全 体 に考 え させ る。

0特 別なはたらきかけをしている目的を周囲によく説

明する

対象児を特別椴いし

ていると周囲の児童

が言う ・クラス全 儒で 考える居 動 を通 して
,本 児がかかわ っていな い

他 の トラブルも少なくな り始 めた。

小 ラプルの際 、教師や周囲の児童と一緒に考えていくという募囲気をつくる。
・図を使 って自分の置かれた状況を考えさせたり.感 情を言葉にしたりする練習をする。
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(4)事 例D(中 学校1年 生)

ア 事例 の概要

本 生徒 は小学 校 中学年 ぐらい か ら対 人的な トラブルが増 え たよ うだ った。特 徴 と して、

各揚 面で トラブル の原 因 とな った 自分 の言動 は忘れ て しま う一方 、 自分 が受 けた嫌 な言 動

だけは強 く記憶 に残 ってい るとのこ とだった。小学校 の頃 は、 その よ うな時、本 生徒 あ保

護者 は、いっ も周 囲の児童 の言動 を原 因 と してあげ、本生 徒に非 はない と主張 し、現状 に

目を向け よ うとしない傾 向に あった、 また、本生徒 は学年 で一番体格 が よかった ため、 ト

ラブル の場面で 、まれ にで は あったが 突然手 を出 して しま うこ とが あ り、相手児 童 の大 き

な けがにつ なが る ことも危惧 されてい た。 その よ うな状況 か ら周囲 の児童 か らは次第 に敬

遠 され るよ うになってい った ら しい。

学習面 において は、本 生徒 は数学に高 い能力 を示 し、特 に計算力 は秀 でてい た。 一方 で

特 に 苦手 なのは国語 で、語いや 漢字の知識 に乏 しく、心情 を とらえ る等 の学習活動 は特 に

苦 手 と していた。

中学校入 学2か 月後 、同 じ班 の男子 生徒 か ら掃 除の仕方 について何 回 も同 じ注意 を受 け

た本 生徒は 、机 を両手 で振 り上 げてその生徒 に投 げつ け よ うとした。

イ 個別指導 計画作成 までの経過

本 生徒は 、 日常的 には決 して攻 撃的 では な く、 どち らか といえば穏 やか な存在 で あった

が 、集 団 とのかかわ りの中で、 暴力 を伴 う トラブル も時 に起 こった。 また 、本 生徒 の保護

者 が学 校の指導 に対 して拒 否的 で反感 を抱いて いる こ とも大 きな障害 とな ってい た。

中学校 では教科 担任制 であ るため、担任 や学年集団 だけで は生徒 の実態 を網 羅的 に と ら

える ことが難 しい。 その ため、担任 ・学 年 ・各教科担 当の教員 によ り観察 ・指 導 ・情 報交

換 を繰 り返 し行 ったが、現 状の変化 はあ ま りなか った。そ こで 『作成 支援 ソフ ト』 を使 用

し個別 指導計画 を作成 した。

ウ そ の後 の対応

学級 の集団及 び本生徒個 人 には担任 と学年 を中心に 、各 教科担任 も配慮 しなが らの指 導

を継続 して いった。そ の中で、 学級 での 目立った トラブル は以前 よ りは多少 は減 ってい っ

た。 そのた め、周 囲に は入 学 当初の受 容的 な雰 囲気が少 しず つ戻 って きた。

工 個別指導 計画作成 ・活 用 の利 点

学級 担任 、教科 担任等 と して本 生徒 とかかわ る機会 の少 な い教員 を含 めた、全校 の一 貫

した姿勢に よる指 導が可能 とな り、少 しずつ ではあ る力竺、改 善の兆 しが見 られ る よ うにな

った。

オ 今後の 課題

本 生徒の行動 面での トラブル は少 しずつ抑 え られ て い く中で、学習部分 のつ まず きは依

然 として解 消 され てい ない。集 団の中では周囲 の 目を気 に して、 自分 だけに集 中 して指 導

者 がつ くこ とには拒否的 な ところが多い。 また、必要 な支援 の意義 を本人 ・家庭 に正 しく

認識 させ る とともに効果 的な学 習指導の 工夫を開発す る必要 があ る。

また、学級や 学年 を中心 とした周 りの集団 の 不満や反 発 を軽減 で きる よ うな配 慮 も求 め

られ る。
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力 事例Dの 個別指 導計画

作成年月日 平成O年O月O日

個別指導計画(O学 期用)

OO区 立OO中 掌校

な
名
炉りふ

氏

じれい

事 例D

性別 在締学級

担任氏名
1年O組

oooo

保 頴 者 ・'本人φ願 い

本 人

保 瞳 者

・相手が何を言いたいのか分からないときがある。

・苦手な勉強が嫌なので、どうしたら良いか。

・かっとなると思わぬ暴力をふるってしまうのを抑えさせたい。

・国語の力をつけさせたい。

・周りの生徒が刺激しないように配慮して欲しい

.児童 ・生桂の寮態と目棉 支 掻 の ・ヒ ン ト 指導の手だてと艀価

-

学

習

漢字の習得が難しい O漢 宇の成り立ちを教え、モのイメージを使って覚え

られるようにする

・漢字を指導するときは身近な用例を板書して示す。
・細部にはこだわらず、書けたときはほめる。

O漢 字の構成を言葉にして覚える 楽「女は、くのい

ちと書きます 」

湊字をスムーズに思
い出せない

△部首やっくりをカード構成にして、組み合わせる

口生活上の雷葉を漢宇にして覚え石 大まかな棒の中で練習することにより本人に対して肯定的な

評価をすることができ、意欲を高めることができた。

-

学

習

作文を書くことができ

ない

O実 際にやりとりをしながら、順番を思い出させる ・話 しな がらメモを作 らせ 、順 番 に並 べ させ て みる。

・無 理 に 「感 じた こと」を要 求せ ず に、「あ ったこと」を書 いて い

くことに慣 れ させ る。
・気 持 ちを表 す 言 葉 を具 体 的 に教 える。

O事 実関係を嗣番どおりに簡単なメモにとらせ、作文

を書くときの参考にさせる

経験を順番に思い

出すことが難しい

△短冊で思いついたことを書いていき.それを順番や

揖成を考えてつなげていく
メモを箇条書きにする段階には慣れてきた。メモとメモの聞

をつなぐ内容について考えさせ、少しずっふくらませていく

練習をしていく。

4

対
人
関
係

特 定の 音 、もの 、場

面 を嫌 がる

O本 児の特性を理解しっっ、可能な聴囲で参加させ

る1特別ルールをつくる)

・トラブルが起こりやすい場面を整理して、どのようなこだわり

があるのかを赦職員で共通理解する。こだわりの種類につい
ても伝え、和らげたいものにっいては 教師が間に入弓て指

導していくことを伝える。
・こだわっているものや場面における代替の選択肢を本人と

相談して決めていく.

O特 別ルールを採用する場合クラスの児童たちへの

理解を求める

多くの人にとっては

気にならないことが

非常に苦痛である

O人 によって嫌 なことが違 うことをクラスで話 し合 い 、認

め合 う

まだ、自分の中でのこだわりの種類分けが行動に反映され

る場面が少ない.一 日何回か声をかけ、状況を確かめてい

く。

4

対

人

関

係

1

す ぐ怒 る、きれ る ロ怒る行動を、細かい目盛りで見直す{怒るまでの状

況、怒り方、具体的な行動等)

・状態のよいときに感情の目盛りについて本人ともよく話して、

我慢できないという状態になる前に、授業者にその状態を伝
えるようにさせる.
・授業時閉以外のときにそのような状態になった場合はまず

自分からその場を離れ、周囲の生徒からすぐに職員室に連

絡するというようなシステムをつくる。

O教 師の工夫で怒る場面を酸らすことが可能なら、調

整†る

感情 のコントロー ル

が苦 手 である

口「イライラ」.f許せない」等自分の気持ちの変化を意

識する指導を行う

口暴れたくなるくらいの怒りと、気分を害したのでは違

うという感情のものさしを青てる

我慢できなくなる瞬間はまだわずかにしか減らない。今後

も、周囲の生徒に連絡の担当者を何名か決めて堤力してもら

う。Oイ ライラしてきたら、気分転換する方法を考え(水の

みにいく毎)一緒に取り組む
5

学

級

経

営

上

の

ヒ

ン

ト

ー

保護者と対象児

童・住徒の状懸を

典通理解する必要

がある

△家庭ではそのような場合どうはたらきかけているか

教えてもらう

・象庭でのはたらきかけを学校でも試し
、試した結果を保護者

に伝えるとともに、学校で独自に行ったはたらきかけの結果も

保膜者に伝える。

学校が家庭での状

況を十分把握してい

ない

「

・人 のいな い静 かな 場所 に移 動す ると、比 較 的 短 時 間で 落 ち

着 っ くことが多 いことがわかった。今 後は.ト ラブル が 起 きた と

きに、本 生 徒 をで きるだけ一 人 にする状 況 をつ くり.話 をじう

く切と聞 くようにして いく。

一 一

の 目

・既習の漢学を使いながら、4e⑪字程度の作文を書けるようにする。
・気に入らないこと、嫌なことであっても、すぐに起こったり八っ当たりしないようにするウ
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2個 別 指 導 計 画 を 活 用 した 授 業 研 究

(1)研 究授 業

小 掌樫窮2孚 年国語科 掌習指導 嚢n

1単 元名 「サ ン ゴの海 の生き もの たち」(説 明文)

2単 元のめあ て

◎ 海 の生 き物 た ちが どの よ うにかかわ り合 ってい るの か を読 み取 り、共 生の仕組み の不 思議

に興味 を もっ。

○ 単元 の評価規 準

【国語 への関心 。意欲 。態度 】

海 の生 き物 の共 生 関係や 、説 明文の組 み 立て に興味 を もって読 も うとす る。

【読 む能 力 】

「サ ンゴの海 の生 きものた ち」が互い に役立 ってい る こ とを、事柄 の順序 を考え なが ら読

んで いる。

3本 単元 につ いて

(1)教 材 について

サ ンゴの海 の生 き物 を 自然 の中 で 目に した ことの ある児童 はそれ ほ ど多 くな い。 しか し、ア

ニ メ映 画等 で クマ ノ ミの名前 を知 った り、イ ソギ ンチャ クや本 教材 で扱 われて いる魚 等 を水族

館や 図鑑 等 で見た りした児童 は多い ことか ら、児 童が親 しみ を もちやす い教材 である。

本教材 では、 これ まで読ん できた説 明文に比べ、説 明がやや複 雑 になってい る。説明 に登 場

す る生 き物 の数 も多 く、名 前 自体言 いに くい もの もある。生 き物 の関係 もやや入 り組ん でい る。

そ のた め、第一段 落 の 「たが いに、や くに立っよ うにかか わ り合 って」 とい う記述 に着 目させ

るこ とで、AがBに 利 益を与 え、BもAに 利 益を 与える共 生関係 を理解 させ る。

(2)本 単 元 における指 導上の工 夫

O授 業全体 の工夫

・1し ょく手」 「ホ ン ソメ ワケベ ラ」等、児童 に とって 分か りに くい言葉が でて くるが 、提

示 資料 を工夫す るこ とで、視 覚的 に とらえさせ 、言語 への抵抗 をな く し、理解 を深 め られ

るよ うにす る。

・ 「クマ ノ ミ」 と 「イ ソギンチ ャク」、 「ホ ン ソメ ワケベ ラ」 と 「大 きな魚 」の2つ の共 生

の例 が挙げ られ てい るので、最初 の 「クマ ノ ミ」 と 「イ ソギンチ ャク」 で、読み取 りや ワ

ー クシー トの記入 の仕方 をお さえてお き、 「ホン ソメ ワケベ ラ」 と 「大きな魚」 では既 習

事項 を も とに進 め る。特 に ワー ク シー トは、 「クマ ノ ミ」 と 「イ ソギ ンチ ャク」の ときは、

教師側 で補 助的 な言葉や 文を 書き込ん でお き、共生 関係 に ついて理 解 でき るよ うにす る。

「ホン ソメワケベ ラ」 と 「大 きな魚 」では、補助 的 な言葉や 文をで きるだ け少な く し、 自

分 でま とめ られ るよ うにす る。
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4対 象 児の実態

(1)学 習 ・生活 ・対人関係等の様子

授 業中いつ も静かに座っていることができる。 当番活 動や係 活動 も友 達 と一緒に行 うこと

がで きる、 しか し、友達 と仲 よ く したい気持 ちはあるが、 自分か ら声をかけ られない.状 況

の把握 が難 しく、その場の状況にあった適 切な判断がで きなかった り、状況 に合わない雷 動

を して しまった りす ることが多い。

漢字 や片仮名 はよく書け、 自信 がある。 しか し、全体 的な発音の明瞭 さが低 く、構文力、

語 いカに課題 がある、特に 、自分 の気持 ちや感想 を話 した り書いた りする ことに著 しい困難

が ある。助詞の使 い方が適切でないために、文意 が うまく伝わ らない こともある.1年 の3

学期 に行 った検査でも、動作性 よ り言語性が低 く、特 に、 日常生活 におけ る事柄の理解 が低

かった,

運動 はあ まり得意ではな く、手先 も器用 とはいえず 、鍵盤ハーモニカやはさみ等は、 上手

には扱 えない。

(2)個 別指導計画 について

ア 表6参 照(P.28)

イ 本児 の課題 と指導の 工夫

(個別指導計画の 「学習」の部分 から本時の学習内窓 に合わせ て具体的な内容 を設定)

鰹 葭 '
建㎜ 麗灘腰灘撚 醸盛磁酷猛撒 羅 　 撰灘灘ヤ鍾

… … 一-..
一一,_一 一 一一 一

学 自分で学習を進める 次に何をすればよいか見通 し 手だて1学 習の進め方を話 し合 い、黒

習 こ とが難 しい。 を もてない。 根 に箇条書 きにする等視覚化 して手順

の 見通 しが もて るよ うにす る。

手 だて2パ ターンに強 い特性 を生 か

し、 同 じパ ター ンの学 習 を繰 り返 し、

理解を深めていく指導を行 う。
1

気持ちや心の動 きを

1

場 面 の構造 や人 と人 との 関 手だて3黒 板 に人物 の絵 カー ドを貼

読み取ることが でき 係、気持ちの動きを理解す る っ て場 面 を視 覚化 した り、 ロー ルプ レ

な い 。 こ とが離 しい。 イ 等を した 吟して、考えやす くす る。

手だて4説 明的 な文章の学習で活 躍

で き る場 面 をつ くって 自信 を もたせ 、

文章への抵抗を小さくする.

文章を読むことに消 発 音 が 不明瞭 に な った り、 言 手だて5学 級 全体で発音練習を した

極 的で ある。 葉が た どた ど しくな っ た りし り、 ゆ っ く り読 む こ との よ さを全体 に

て し ま う. 説明 したりした上で、本人にも声をか

け る 。

文章を書 くことが難 助詞の使 い方をまちがってし 手だて6「 誰が何をどうするiのSO

し い 弓 ま う. Vで 話 す 練習 をす る。
1
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5単 元 の指 導計画(全10時 間)

第1次(2時 間)本 文 の範読 を聞いた り、教科書 の写真 を見て海 の中のイ メー ジを広 げた

りして 、学 習のめあて を確認す る。

第2次{4時 間)「 サ ンゴの海 の生き ものた ち」 に登場 して くる生 き ものた ちの、か かわ

り合 い を読み 取る。

・イ ソギンチ ャクとクマ ノ ミとのかか わ り合い をま とめる
。(2時 間)

・ホン ソメ ワケベ ラと大 きな魚 とのか かわ り合い をま とめ る。(2時 間)

本時2/2

第3次(4時 間)海 の生 き もの に関心 を もって調べ 、 「海 の生 きものず かん」 を作 る。

6本 時の指 導(本 時6/10)

(1)本 時のな らい

・ホ ン ソメ ワケベ ラ と大 きな魚 とのかか わ り合 いにつ いて読み取 り、ま とめ る。

〔2)本 時の展開

学習内容 全体へ の支援 ◎支援 、0評 価 対象 児へ の◎ 支援 、0評 価

1.教 科 書 を 読 み 、 ◎単 元の流れ 図で確認 した あ と、 @手 だて1対 象児が見通 しを

本 時のめ あてを確 本時 の学習の流れ図 を確認 す る。 もてた ことを、表情 や言葉 で確

認 す る。 認 す る。

1ホ ン ソメ ワケベ ラと大 きな魚 がい っ しょに・・るわけを読み とろ う1

2。 大 きな 魚 とホ ン (イ ソ ギ ン チ ャ ク と クマ ノ ミの

ソ メ ワケ ベ ラ との とき と同 じパ ター ン手 だて2、

関係を考えなが ら 個人の音読にっいては手だて

読 む。 5)

① 大 きな 魚 に とっ ◎ 体や 口の 中に 虫がっ くと ど うな ◎体 や 口の 中 に虫 が っ い て い

て 、ホ ン ソメ ワ ケベ のか発問す る。 る状 態 が想 像 で きな い よ うな

ラが い る とい い こ ら、友達 に大 きな魚役 をや って

と を考 え る。 見 せ て も ら う。

◎ 自分 で虫が とれ るか発問す る。 ◎手がないので自分では とれ

・自分 で は とれ な い 。 な い こ とを 押 さ え る。

◎ 虫がな くな る とど うか考え る よ ◎ 虫で 体が もぞ もぞす る こ と

う発問す る。 がな くなった ら、自分だ った ら

・気 持 ちい い 、 嬉 しい。 どんな気持ちか考えるよう言

葉が けをす る。

② ホ ン ソ メ ワ ケベ ◎ なぜ 「そ うじをす る」 のか発 問 ◎ 単な る掃 除で はな く、虫 を と

ラ に と って 、大 き な す る。 っ て 「食 べ る」こ とが ホ ン ソ メ

魚 が い る とい い こ ・と っ た 虫 が 食 べ 物 に な る。 ワケベ ラに と って大 事 だ とい

と を考 え る。 う こ とを押 さ え る。

◎大きな魚の虫を食べると便利な ◎ 自分で考 えつか な くて も、友

ことは何 か発 問す る。 達の意見を聞いて理解できる
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・食 べ てい る間に敵に襲 われ ない。 よ う、必 要に応 じて補足 説明す

・比較 的す ぐ食べ物が見 つか る。 る 。

3.ホ ン ソメ ワケ ベ @お 互い に台詞 を考 えて 言って み ◎手だて3台 詞を考えやすい

ラ と大 き な 魚 に な る こ とが で き る よ う二 人 組 を 作 方 の立場になれ るよ う、相手 の

っ て 、お 互 い の 台 詞 る 。 児童 に声をか けた り、お面 を渡

を 考 える。 した りす る、

Oお 互い が 、 自分 に とって得 にな Oど ち らかの立場で 「～ して も

ってい る ことは何 か を押 さえて い らっ て 嬉 しい 」 「～ して くれ て

る 。 あ りが と う」 と言 え る 。

@そ の 立場 にな りやす いよ う、お ◎ 自分 で考 えられ ない場合 は、

面 を用意 してお く。 相手の 児童 と一緒 に考えた り、

他の児童の台詞を聞いた りす

るよ う言葉 が けをす る。

4.ホ ン ソメ ワケ ベ ◎ ホ ン ソメワケベ ラ と大 きな魚 の ◎手 だて2う ま く書 け ない 場

ラ と大 きな 魚 と の 立 ち位 置 を少 し離 して設 定す る。 合 は 、クマ ノ ミの とき と 同 じ ヒ

か か わ り合 い に つ ン ト入 りシ ー トを 渡 す.

い て ま とめ る。 ◎ ワー ク シー トを用 意 して お く。 ◎友達の言った台詞を思い出

す よ う言葉 が けをす る。

O叙 述 に即 してf共 生 関係 」 を読 O立 場 を替 え て考 え る こ とが

み 取 って い る。 で き る 、

@手 だて6授 業時中に書き終

わ らない場合 は、放 課後 に個別

指 導 を行 って書 け る よ うに す

る 。

(3)対 象児に対する具体的騒支援 と指導の評価

手
だ

て
ー

具体的な支援

単 元 の 流 れ 図 と

本 時 の 流 れ 図 を 黒

板 に貼 り、学習 して

い る 場 面 を 明 ら か

にす る。

指導の評価

単元 の流 れ 図 と本時 の流れ 図

を黒板 に貼 り、今 、 どこの とこ

ろな のか赤 い矢印 で提示 す るこ

とによって 、本 児 は、あ らか じ

め授 業 の流 れ をっ かむ こ とがで

きた、特 に 単元の流れ 図は 、昨

年 度 か ら、 国語少 人数 学習 で も

取 り入れ て いたの で、本児 が学

習の 見通 しをもっ上で有 効で あった。 しか し、本時 の流れ 図

につ いては 、学 習パ ター ンの踏 襲 を してい たこ とと、 ゆっ く

り流れ 図 を見 てい るゆ と りが なか った こ とで、有効 で あった

とは 言い難 か った,今 回 は、本児が 一番 前の席で あった ため、

掲 示 自体 を比較 的小 さくに作 ったが 、後 ろの席か らも見 み え

るよ うな大 きさで作 る必要が あ った。
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手
だ
て
2

前時 までの 「クマ

ノ ミ」 と 「イ ソギン

チ ャク」 との共生 関

係 の 読 み 取 りの 手

順(音 読→ 内容 の読

み 取 り→ 台 詞 → ワ

ー ク シ ー トの ま と

め)を しっか りお さ

えてお く。

「イ ソギ ンチ ャク」

は 「クマ ノ ミ」が い

る こ と が 「うれ し

い」 「めいわ くだ」

「いたほ うがい い」

「い な い ほ うが い

い」等の選 択肢 を用

意 し、考 え られ るよ

うに す る 。 そ の 後

「クマ ノ ミ」につ い

て も 同 じ よ うに 行

う。

前時 の 「イ ソギ ンチ ャク」と 「クマ ノ ミ」の学 習で は 、 「イ

ソギンチャ ク」は 「クマ ノ ミ」が い ることが 「うれ しい」 「め

い わ くだ1「 いたほ うがいい」 「い ない ほ うがいいユ等 の選

択肢 を用 意 し、考 え させ る場面 も想定 してい ていたが、 「イ

ソギンチ ャク」 も 「クマ ノ ミ」 も、 これ らの選択肢 を使 用せ

ず、 ワー クシー トを完成 させ るこ とがで きた。

この読 み取 りの学 習手順(音 読→ 内容 の読 み取 り→台詞 →

ワー クシー トのま とめ)は 、 ほぼ確実 にお さえ られ てい たの

で、 それ を踏襲 しな が ら、本時 の 「大 き な魚1と 「ホ ン ソメ

ワケベ ラ」 の学習 を進 める ことが で きた。

しか し、 「大 きな魚」 に とって 「ホ ン ソメ ワケペ ラが い る

とい い」 こ とはす ぐ書 けたが 、 「ホ ン ソメ ワケベ ラ」に とっ

て 「大 きな魚 がい るといい」 とい うの は分 か りに くか った よ

うで ある.そ れ につ いては、教科 書の記述 と併 せ て、ワー ク シ
ー トの設 問に課 題が あづた と考 え られ る

、

つ ま り、教科書 では、 「イ ソギ ンチ ャ ク とクマ ノ ミ」 に比

べ 、r大 きな魚 とホ ン ソメワケベ ラ」 の共 生 関係が とらえに

くい文 章に なってい る。そ の 中 か ら児 童が 共生 関係 につ い て

の記述 を抜 き出 してい かな くては な らな い。 また、 ワー クシ

ー トでは 「大 きな魚 はホ ン ソメ ワケベ ラに～ して もら う」 と

い う表現 か ら 「ホ ンソメ ワケベ ラ さん 、～ して くれ てあ りが

と う」 とい う台詞 を書 くとい う課題設 定 を していた が、 「し

て も らう」か ら 「して くれ て あ りが と う」への表現 の移行 が 、

本児 に とって 、難 しか った こ とが要因 と して考 え られ る。 視

点 の転換 が困難 であ る本児 の ため には、 ワー クシー トの設 問

を さ らに工夫 してい く必要 が ある。
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手
だ
て
3

手
だ
て
4

手
だ
て
5

手
だ
て
6

ホ ン ソ メ ワ ケ ベ

ラ と大 き な 魚 の お

面 を用意 し、動作化

す るこ とを通 して 、

台 詞 が 考 え られ る

よ うにす る。 うま く

台 詞 が ま と め られ

ない場合は、友達 の

台詞 を参考 に して、

同 じよ う に 言 っ て

み る よ う声 をか け

る。

いつ もはなかな か課題 に取 り組 む様 子 を見せ ない が、 ホ ン

ソメワケベ ラ と大 きな魚 のお 面 を用意 し、 声をか ける と、す

ぐお 面 を手に して 考え始 めた。 この ことか ら動作化 を取 り入

れ る ことが、本児 に とって有 効な 手だてで あった と判断 でき

る。 また 、 「イ ソギンチ ャ ク」やrク マ ノ ミ」、 「ホン ソメ

ワケベ ラ」等 の掲示 物 を使 って動 かす 等、 文章を視覚化 した

こ とも理解 を促進 した。

うま く台詞 がま とめ られ な い場合は 、友達 の台詞 を参 考 に

して 、同 じよ うに 言ってみ るよ う声 をかけた こ とも、 「大 き

な魚 」 の台詞 は考 え られ て も 「ホ ン ソメ ワケベ ラ」の台詞 が

うま く考 え られ なか った本児 には 有効 にはた らいた。

,{'
."、ノ ノ

纏 卑
　 　デ　　 　 　

灘購
霧
ll

渥

態

該 ㌔
一 一ご茸漁磁 職`

う ま くで き た 場

合 は す か さず ほ め

た り、友達 に紹介 し

た りす る。 また、 う

ま くで き な い 友 達

に 教 え て あ げ る よ

うに伝 え る。

丁ホ ン ソ メ ワ ケ

ベ ラ」 「そ うじ魚 」

等 の 発 音 し に く い

言 葉 を ク ラ ス全 体

で も練習す る。

ワ ー ク シ ー トの

ま と め が 書 け な い

と き は 、 クマ ノ ミの

と き と 同 じ ヒ ン ト

入 り シー トを 渡 し 、

同 じ方 法 で 考 え ら

れ る よ う に す る 。

(手 だ て2)

わ 　レ ヒのし ゑコ と

∴ ・.・・帯

諦,ミ 綴 職 鋤.1二 董

うま くで きた場合 はす か さず ほめた り、 クラス全 体に返 し

た りす る活動 を通 して、 隣席 の 児童 との台詞 のや りと りがス

ムー ズにで きた。 そ のや りと りを、 さらに クラス全 体の 前で

発 表す る こ とで、友達 か らの拍 手 をも らい、 自信へ つな げ る

こ とが できた。

「ホン ソメ ワケベ ラ」 「そ うじ魚 」等 の発 音 しに くい言 葉

を クラス全体 で練習 した ため に、本児 は、気 持 ちの あせ りか

ら発音 が不明 瞭に なって しま った。 そ こで、声 の大 きさにつ

いて ク ラス全 体を ほめて か ら、 も う少 し落 ち着 いて発 音す る

よ う声 か けを した とこ ろ、本人 に とっ て満 足い く発音 が でき

た。

ワー ク シー トの ま とめ が書 けない ときは、 クマ ノ ミの とき

と同 じヒン ト入 りシー トを渡 し、同 じ方 法で考 え られ る よ う

に したが 、 自らは ヒン ト入 りシー トは選 択 しなかった。進 捗

状況 か ら判断 して 、教師 が声 をか け、 ヒン ト入 リシー トに変

える ことで、 ヒン トな しの とき よ りは 、 自分 で進 め るこ とが

で きた。 うま く文 が書 けず 、鉛 筆が止 まって いる ときに、 ど

ん な文が 書 きたい か聞 き、それ に合 うよ う文を言っ てあげ る

こ とで、 自分 でシー トに書 くこ とが で きた。 しか し、授 業時

間 の中で 、SOVで 話す練 習 をす る ところ まではで きな かっ

た。
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そ
の
他
の
手
だ
て

立場の転換(視 点

の転換)が 難 しい と

きには、一つの立場

に つ い て ま ず 確 実

に 押 さ え られ て い

るか確認 し、その 立

場 で の 考 え を 確 実

に理解 させてか ら、

も う一 っ の 立 場 で

考 え させ る。

本児 に も、単元 終了時 に は 「ホ ン ソメ ワケベ ラ」 と 「大 き

い魚」 双方 に とって利 益 が あ るとい うと ころまで、理解 させ

たい。

本時 の学習 で、本児 は 、 「大 きな魚 」の 立場 を押 さ える こ

とはできた が、 「ホ ン ソメ ワケベ ラ」 の 立場 を押 さえ るこ と

はで きなかった。

その原 因は 、 「手だて2」 の欄 で考 察 してい るが、他 に も

学級 には、 立場や視 点の転 換 が困難 な児童 がい るので 、それ

らの児童 も合 わせ て、様 々な場 面 を とらえて、 立場 や視 点 を

転換 しなが ら考 える こ とがで き るカ を身 に付 け る よ うな指導

を工夫 してい く必要 が ある。

(2)個 別指導 計画作成 ・活用 の利 点

本児 に とって、 「授 業の 見通 しの視覚的表 示」、 「展 開にお け る視覚 的な教材 の活用」 、

rう ま くや りと りので きる友 達 との二人組 の組み合 わせ 」、 「適時 ・適切 な教 師の言葉 が け」

等 が有効 であ るこ とが、授 業研究 を通 して明 らか になった。 また、 「授業 の見通 しの視覚 的

表示 」 、 「視覚的 な教材の使 用」 は、対象 児のみ な らず他 の児童 に とって も学習 を進 める 上

で効果的 であ った。

授 業 では、担任 が、あ らか じめ個別指導 計画に よって、対象児 の課題及 び支援 の手 だて を

明確 に してお くこ とで、適切 な場面 で適切 な支援 を行 うことが スムー ズにで きた。 い わば、

引き出 しに必要 な道 具 を取 りそ ろえてお き、必要 に応 じて取 り出せ るよ うに して お くこ とが

大切 で ある と考 え る。

(3)今 後の課 題

発 音や 文章 を構成 す る力等 は 、一朝 一夕に向上す る もので はな く、普 段か らの練習 が大切

であ る。

本児 が、安 心 して他 の クラス の児童 の前で、音 読 した り発表 した りで きるためには 、学級

づ くり も不 可欠で ある。 また、通 常の学級 におい ては、対象児 の他 に も配慮 を要す る児童 も

お り、そ の よ うな児 童への支援 も同時に考 えていかな くてはな らない.対 象児 へ配 慮 しつ つ 、

最終 的にはす べて の児童 に分か りやすい授 業 を 目指 して い く必要 があ る。
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表6討 象児の値別指導計画

作成年月日 平成17年a月26日 ooo立oo小 学杖

個別指導計回(2学 期 用)

な
毛

サ凸
氏

し
児E

性別

男

在鯵学級

担任氏名

2年o組

oooo

く ・
.。.隆 二

'く' ・c=.'・,・'・ 凸 ・-t "喰i二
… 二・… 毒:人 ≒・'保 纏 奪 φ 願 い.1・ ・7Zl/'

本 人

保 護 者

・作文を上手に書けるようになりたい。

・他人とのコミュニケーションをうまくとれるようになって欲しい.

・本人が夢中になれることを見つけ、モれを伸ばしていきたい。
・遮動が苦手なので、積極的に体を動かして欲しい。

梶 童・生捷の実騒老自.橿.濃 翼 費弧1濤 ξ糞 摂o… でビ ン ぎト5ご・一..、...互"

ρ'
・1館 ・・:多'指 導 の 手 摩 て と 評 価1・' .、.

1

学

習

最崔までやり通せ

ない

O脱 明は、絵や図を使って視覚的な支毎を行う ・説明す るときは、絵や 図、具体物などの棍覚的な支援を行

いな茄ら具体的 に行う.

・全体の中 で今何をやっているのか、あと何をやれば終 了な

のか、図 などを使って、見通しが捕て石ようにす る.
・1回で行う脱 明や指示 は,で きるだけ短くし、一つ の謙題 が

終わうたら、次の課題 の脱明や指示 を行うようにする。
言粟を理解するこ

とが苦手

ー

学

習

話を聞いて理解す

ること力環 しい

O担 任や友人が手本とな呑モデルになる行動をして

見せる

・本児とコミュニケーション沸敢 りや すい、児童を隣同 士の座

席 とし、指示等 を十分 理解していないと判断されるときは、や

るべきことを担任 が動作 にして示したり、隣りの児童の様子 を

真似 るようにさせる。

言葉を理解するこ

とが苦手

4

対

人

関

係

話さない O授 業の中で、発衰すること話すことを楽しめる敬材

を工夫する

・休 み時間に他の児童 と遊べるように、友遣との問を教員が取

り将 うたり、みんなで遊べる遊 びをするよう声かけをしたりす

る.O子 どもに限らないで、休み時問などに安心して話せ

る相手を作る

話すことに、自但 オ里

ない

4

対

人

関

係

失礼なことを言う Oモ の場でより適切な書い方のモヂルを見せる。
・実 瞭の場 面をとらえて適切な言 粟を教え、自分で會えるよう

にす る。

ロー対一、または少人数で、会話ややりとりを学ぶ尋

門的な指導を受ける

場に応じた適切な書

葉が使えない

1

学

習

作文を書くことがで

きない

O書 いた文を友人同士で相互に推敲しあう。 ・書 いたり、話した嚇する機会を増や し、その中で正しい言葉 「

の使 い方を教え、練習 を重ねる。

口「誰がなにをどうしている」のSOVで 語す ・書くの練

習 をする

助詞の伎い方がお

かしい
-

・場 面 に応 じた言 葉(あ りがとう・、してくださいな ど}を使 えるようにする。
・クラス全 体 の指 示 で動 ける場面 を増 や す

。
'「～ が(は)～ を～ す る

。」の作 文 を、自分の 力で 書け るようにする。
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v研 究 の 成 果 と課 題

1研 究の成果

(1)通 常 の学級 にお ける個別指導計画の書式 の開発

通常の学級 の個別指導計画 は、軽度発達障害のある児童 ・生徒の、障害に基づ く種 々の困

難 に対 し、そ の原 因を探 り、対処法や指導の手だてを整理 し、それ らの児童 ・生徒 が、学級

集 団の中で、学習や生活 に意欲 的に取 り組 めるよ うにす るものであ る。

そのために 、以 下の観点か ら通常 の学級の個別指導計画の書式の項 目、内容 を検討 した。

ア 必要な場面の実怨 とそれ に応 じた支援の ヒン トが整理で きること

軽度発達障告のある児童 ・生徒 の困難は、特定の教科 ・領域等や 、生活面に特定 されて

い ることが多い。 そのため、網羅的 な書式である必要 はな く、必要 な場面の実態 とその場

面に応 じた支援 の ヒン トが整 理できれば よい。そのた め、 「学習」 、 「全身運動 ・手指の

動作」、 「生活」、 「対人関係」 、 「学級経 営」 の側 面か ら、必要 に応 じて内容 を選択で

きるように した。

イ 実態 ・目標か ら支援の ヒン トが得 られ るデ ータベー スを作成す ること

小 ・中学校の通常の学級 における個別指導 計画は、学級担任 が他 の児童 ・生徒の学習 ・

生活指導を行 う中で作成で きるよ う、簡便である必要が ある.ま た、基礎知識が な くて も

指 導の ヒン トが得 られ るものであることも重 要で ある。実際 の活用 に当たっては、その ヒ

ン トをも とに、担任(又 は校 内委 員会等の組織)が 、個々の児童 ・生徒の特性 に応 じた、

指導 の手だて を設 定す る必 要がある。そ こで、実態 ・目標か ら支援 のヒン トが得 られ るデ

ー タベース を作成 し、作成 支援 ソフ トを使用す るこ とでデー タベー スから選択 され た支援

の ヒン トを もとに、指導の手だてを、担任 が記入す るよ うに した。

ウ 共通 の方針 に沿って指導に当た ることが できること

学級担任 が、特別な支援 を要す る児童 ・生徒 に対 して一人で も作成で きるとともに、校 内

委員会等の組織 を活用 して作成 し、担任 以外 の管理職 、教員、保護者 等が共通の方針 を もっ

て 当該の児 童 ・生徒 の指導 に当たることができるもので ある必要があることか ら、1枚 の書

式で記 述す るように した。

以上 の方針 をもとに通常 の学級の個別指導計画の書式 を作成 した(5ペ ージ)。

(2)作 成支援 ソフ トの開発

実態(気 になること)・ 目標(課 題 と考え られ ること)、 支援 の ヒン トのデー タベース は、

で きるだけ多 くの事例を集 めることによ り、有 効性 を高 める ことが できるこ とか ら、更新 、

追加 ができるよ うに した。

作成 支援 ソフ トは、市販の表計算 ソフ トを活用 して作成 し、軽度発 達障害に対す る基礎知

識 がな くて も操作で きるよ う、表示 された リス トか ら、実態 と合 う項 目を選択す ると、その

下位 項 目に複数 の支援の ヒン トが表示 され、それを選択 でき るよ うに した.こ の ことに より、

指導 の手だて を様 々な観点か ら検討す るこ とが可能 となった。

(3)個 別指導計画 を通常 の学級 の指導への活用

ア 作成場面 の例

・担任 が一人で作成す る。

一29一



・特別 支援教 育 コーデ ィネー ター一が担 任の支援者 と して作成支援 ソフ トを紹介 し
、共に作

成す る。

・作成 後、校 内委員会 で協議 し、巡回相談員 等の ア ドバイ ス を加 え、よ り具 体的 な手だ て

を付 け加 えた。

イ 活用 の成果

「や る気 がな く集 中力 が続 か ない」r学 習 は優 秀 だがわ がままで ある」r突 然激 昂 し暴

力 をふ る う」 とい った児童 ・生徒 の実態 の背後 には 、軽度発達 障害 の特性 と考え るこ とが

妥 当な原 因があ り、そ の ことを作成 支援 ソフ トが示す 支援 の ヒン トによ り担任 力主気付 き、

児童 ・生徒 への見方 ・とらえ方が 変容 した。 その こ とが、有効 な支援 のきっかけ にな り、

状況 の改 善や 周囲 との折 り合 い をつけ るこ とにつな がった。

ウ 授業 での活用

通常の学級 では、教科 のね らい を踏 まえて授 業 を展 開 し、学級 全体 の児童 ・生徒 の学習

状況 を評価す る必要が ある。 そ の中で、特別 な支援 を要す る児童 ・生徒 の個別 指導 計画 を

作成 し、支援 が必要なポ イン トを整 理 してお くこ とで、担 任 は支援 が必要な 場面 で意図的

に必要 に応 じて支援 を行 うこ とが で きた。

2今 後 の課題

個別 指導計画 を作成 す るに当た っては、本来校 内委員会 で専 門家 も交 えた検討 を行 い、作成

す る こ とが望 ま しい。

本部 会 で開発 した作成支援 ソフ トを活用 して、 「で き るところか ら」支援 を行 ってい く こ と

が必 要で ある。

今 後 は、校 内委員会 の機能 を校 内に確 立 し、支援機 関 の支援 や 、様 々な アセ スメ ン トや教 育

相 談機 関か らの支援 等 を受 けて、個別指 導計画 を作成 し、 それ を授 業 に生かす こ とに よって、

児 童 ・生徒の教 育ニー ズにこたえ るこ とがで きるよ うに してい くこ とが課 題で ある。
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